



  4一共研一60 細胞分化過程のコンピュータシミュレーション

















  4一共研一68 競合モデルに基づく死因分析




















  4一共研一71 繭型をマーカーとしたカイコの系統分類

















  4一共研■77 神経難病患者における臨床ケア情報の統合化
              東京都神経科学総合研究所社会医学研究部大野ゆう子
 本年度は，大規模疫学調査および患者受療経過追跡調査をもとに，神経難病患者の受療実態
を明らかにし，臨床ケア情報システムに必要な基礎資料を得た．
 （1）東京都特殊疾病（難病）患者実態調査解析：東京都衛生局と当研究室が平成2年度に
実施した，東京都特殊疾病医療費受給者34，156人全数調査から，難病として経過が特徴的な神
経系疾患（筋萎縮性側索硬化症，パーキンソン病，脊髄小脳変性症），膠原系疾患（全身性エリ
テマトーデス，べ一チェヅト病，汎発性強皮症）を選び，患者の受療経過について分析した．そ
の結果，罹病期間の長短に関わらず，一定比率の入院患者と要介護者がいる，在宅患者にも中
心静脈栄養，人工呼吸器だと医療処置が導入されている，在宅患者の方が何らかの介護を要す
る患者の比率が入院患者より多い，などを明らかにし，看護主体の療養支援システムの必要性
を示した．
 （2）筋・神経系疾患専門病院の外来受診者の受療経過追跡調査：1980年から10年間に筋・
神経系疾患専門病院の外来を受診した274人中発病から死亡までの経過が追跡できた53例に
